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ＸＩＩＩ 希薄溶液の性質

【希薄溶液の性質】

［注１］希薄溶液とは溶媒の量に比べて溶質の量が極端に少ない溶液を指す。

［注２］溶媒を表す添え字を〈１〉，溶質を表す添え字を〈２〉で表すことにする。

したがって，希薄溶液では ｘ ≒ １ ，ｘ ≒ ０ である。１ ２

［蒸気圧降下］

△ｐ ＝ Ｋ ｍ （ ｍ ： 溶質（２）の重量モル濃度 ） （１３･１）１ ｖ ２ ２

＊ｐ Ｍ
１ １

（１３･２）Ｋ ＝ｖ １０００

＊（ ｐ ： 純溶媒（１）の蒸気圧 ， Ｍ ： 溶媒（１）の分子量 ）１１

［沸点上昇］

△Ｔ ＝ Ｋ ｍ （１３･３）ｂ ２

２Ｒ（Ｔ ） Ｍ１,ｂ １
（１３･４）Ｋ ＝ｂ １０００ Ｌ１,ｂ

（ Ｔ ： 純溶媒の沸点 ， Ｌ ： 溶媒のモル蒸発熱 ）１,ｂ １,ｂ

［凝固点降下］

△Ｔ ＝ Ｋ ｍ （１３･５）ｆ ２

２Ｒ Ｔ ） Ｍ１,ｆ １
（１３･６）Ｋ ＝ｆ １０００ Ｌ１,ｆ

（ Ｔ ： 純溶媒の凝固点 ， Ｌ ： 溶媒のモル融解熱 ）１,ｆ １,ｆ

［浸透圧］

ｎ２
（１３･７）π ＝ Ｒ Ｔ

Ｖ

（ ｎ ： 溶液中の溶質の量［mol］ ， Ｖ ： 溶液の体積 ）
２

［問１３･１］ａ）溶媒 ｎ１ molと溶質 ｎ２ mol を含む溶液がある。この溶液中の溶媒の化学ポテンシャル

＊ ＊は μ(ａ) ＝ μ (ａ) ＋ ＲＴ ln ｘ(ａ) で表される。ここで，μ (ａ) は，この溶液の圧力ｐ(ａ) の下

で，純粋な溶媒の化学ポテンシャルであって，式（８・４）で与えられる。ｘ(ａ) はこの溶液での溶媒

のモル分率である。 μ(ａ) の式をｐ(ａ) を含む形で示せ。

＊ｂ）溶媒だけで成り立っている溶液にある溶媒の化学ポテンシャルは μ(ｂ) ＝ μ (ｂ) である。

＊μ (ｂ) はこの溶液の圧力ｐ(ｂ) の下での化学ポテンシャルである。μ(ｂ) をｐ(ｂ) で示せ。

ｃ）浸透圧 π（ ＝ｐ(ａ)－ｐ(ｂ) ）の式（１３・７）を示せ。ただし，ｎ１≫ｎ２ である。
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［問１３･２］分子量 １８６.０ の不揮発性化合物 ３.６０ ｇ を水 １００.０ ｇ に溶かした。

この水溶液と平衡状態にある水蒸気の ２５ ℃ での蒸気圧を求めよ。 ただし，２５ ℃ での水の蒸

気圧は ２３.７６４ ｍｍＨｇ である。

（原子量 水素：１.０１ 酸素：１６.００） 《２３.６８１ ｍｍＨｇ》

［問１３･３］ある未知の化合物は水と混ざらない。 この化合物を温度 ９８.０ ℃ ，圧力

７３７ ｍｍＨｇ で水蒸気蒸留したところ，留出液には ７５.０ 重量％ の水と ２５.０ 重量％の未

知化合物が含まれていた。 未知の化合物の分子量を求めよ。 ただし，９８.０ ℃ での水の蒸気圧

は ７０７.３ ｍｍＨｇ である。

（原子量 水素：１.０１ 酸素：１６.００） 《１４３.０１》

［問１３･４］ １００.０ ｇ のベンゼンに １３.７６ ｇ のビフェニル Ｃ Ｈ を加えると，ベ１２ １０

ンゼンの沸点が純粋なときの ８０.１ ℃ から ８２.４ ℃ に上昇した。 ベンゼンのモル沸点上昇定

数と蒸発熱を求めよ。 （原子量 水素：１.０１ 炭素：１２.０１）

-1 -1《２.５８ ｋｇ Ｋ mol ，３１.４４ ｋＪ mol 》

［問１３･５］アニリン １００ ｇ にベンジル Ｃ Ｈ ＣＯＣＯＣ Ｈ の ０.９７６ ｇ を溶かした６ ５ ６ ５

とき，アニリンの沸点 １８４.５５ ℃ は ０.１５４ ℃ だけ上昇した。 アニリンのモル蒸発熱を求

めよ。

（原子量 水素：１.０１ 炭素：１２.０１ 窒素：１４.０１ 酸素：１６.００）

-1《４８.９０ ｋＪ mol 》

［問１３･６］未知化合物の元素分析の結果は，炭素 ６３.２ 重量％ ，水素 ８.８ 重量％ で，残りは

酸素である。 この化合物 ０.０７０２ ｇ をショウノウ ０.８０４ ｇ に溶かした溶液の凝固点の降

下は １５.３ ℃ であった。 この化合物の分子式を求めよ。 ただし，ショウノウのモル凝固点降下

-1定数は ４０.０ ｋｇ Ｋ mol である。

（原子量 水素：１.０１ 炭素：１２.０１ 酸素：１６.００） 《Ｃ Ｈ Ｏ 》１２ ２０ ４

-1［問１３･７］塩化水銀（Ⅱ）の融解熱は融点 ２７６ ℃ で １９.２０ ｋＪ mol である。

塩化水銀（Ⅱ）の ５０.０ ｇ に塩化水銀（Ⅰ）の ０.２９７６ ｇ を溶かした溶液の凝固点は

０.４４５ ℃ 降下した。 塩化水銀（Ⅰ）の分子量を求めよ。 つぎに，塩化水銀（Ⅰ）の分子式を

示せ。 （原子量 塩素：３５.４５ 水銀：２００.５９） 《Ｈｇ Ｃｌ 》２ ２

［問１３･８］ベンゼン １００.０ ｇ に化合物 Ｃ Ｈ Ｃｌ を ０.７３５ ｇ 溶かした。 １ atm６ ６ ６
-1でのベンゼンの沸点は ８０.１ ℃ ，凝固点は ５.５ ℃ ，モル蒸発熱は ３０.７ ｋＪ mol ，

-1 -3モル融解熱は ９.８４ ｋＪ mol ，２０ ℃ での密度は ０.８７９ ｇ ｃｍ である。

この溶液の ８０.１ ℃ でのベンゼンの蒸気圧の降下量，沸点上昇，凝固点降下，２０ ℃ での浸透

圧を求めよ。 （原子量 水素：１.０１ 炭素：１２.０１ 塩素：３５.４５）

《１.５０ ｍｍＨｇ，０.０６６７ ℃，０.１３０ ℃，４０６ ｍｍＨｇ》


